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終
戦
の
日

８
月
15
日
・
・
・
終
戦

あ
の
日
か
ら
63
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦

争
の
傷

痕

は
い
ま
だ
人

々
の
心
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

悲

惨

な

時

代

を

駆

け

抜
け
た
３
人
の
方

々
に

当
時
の
体
験
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
体

験

談
は
私
た
ち

に
〝

平

和

〞
で
あ
る
こ

と
の
大

切
さ
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。 特 集

　

恒
石
輝
悦
さ
ん

（
90
歳
・
物
部
町
舞
川
）

　
　

捕
虜
の
爆
殺

　

昭
和
16
年
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

私
は
満
州
黒
竜
江
省
虎
林
の
満

州
第
百
五
十
部
隊
の
沢
田
中
隊

（
沢
田
悦
馬
中
尉
）
の
中
隊
員

で
、
中
支
漢
口
に
出
張
を
命
じ

ら
れ
た
。
用
務
は
蒋
介
石
軍
の

捕
虜
５
０
０
か
６
０
０
人
を
受

領
し
て
、
鉄
道
輸
送
で
虎
林
に

移
送
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

虎
林
は
、
満
州
東
部
で
ソ
連

と
の
国
境
地
帯
に
あ
る
町
で
、

高
知
の
兵
隊
が
守
備
に
就
い
て

い
た
。
移
送
し
た
捕
虜
は
、
陣

地
構
築
工
事
の
作
業
員
で
、
近

隣
の
強
化
工
事
に
使
わ
れ
た
。

　

あ
る
日
、
中
隊
長
か
ら
命
令

を
受
け
た
。
そ
れ
は「
作
業
員
の

捕
虜
を
ト
ー
チ
カ
に
入
れ
て
爆

破
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
命
令
は
関
東
軍
か
ら
出
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
陣
地
構

造
の
秘
密
漏
洩
を
防
止
す
る
の

が
目
的
で
あ
っ
た
。
兵
隊
と
い

う
も
の
は
、
上
官
の
命
令
は
天

皇
陛
下
の
ご
命
令

と
同
義
で
、
命
令

を
受
け
れ
ば
生
死

を
考
え
ず
遂
行
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

人
は
数
日
接
触
し

て
お
れ
ば
情
と
い

う
も
の
が
湧
く
。

あ
る
者
は
妻
か
恋

人
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
、
辛

い
と
泣
き
嬉
し
い
と
喜
ぶ
、

我
々
と
同
じ
よ
う
に
故
郷
に
帰

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
若

者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ト
ー
チ
カ

に
追
い
入
れ
て
戸
を
閉
じ
た
。

こ
の
瞬
間
は
、
忘
れ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
今
も
彼
ら
の
し

ぐ
さ
を
明
瞭
に
思
い
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
。
後
は
爆
薬
で
埋

没
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

郷
土
防
衛
隊

　

昭
和
20
年
３
月
20
日
、
護
土

部
隊
の
第
八
中
隊
（
山
崎
操
中

尉
）
は
、
南
国
市
前
浜
で
敵
の

上
陸
に
備
え
て
い
た
。
こ
の
日
、

四
国
沖
に
は
連
合
軍
の
機
動
部

隊
が
来
て
、
本
土
に
空
襲
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
午
後
、
鹿
児

島
か
ら
「
彗
星
」
艦
爆
が
数
機

で
特
攻
攻
撃
を
し
た
ら
し
い
。

　

午
後
７
時
頃
、
暗
く
な
っ
た

浜
で
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
飛
行

機
が
落
ち
た
と
い
う
の
だ
。
飛

行
機
は
堤
防
の
前
で
大
き
く
壊

れ
、
２
人
が
乗
っ
て
い
た
。
額

に
日
の
丸
鉢
巻
、
後
席
の
飛
行

士
は
白
帯
で
軍
刀
を
背
負
っ
て

い
た
。
衛
生
班
が
収
容
し
て
病

院
に
移
送
し
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。
ま
た
同
機
種
が
高
知

の
練
兵
場
に
も
降
り
て
壊
れ
た
。

　

こ
の
頃
、
土
佐
湾
は
連
合
軍

上
陸
の
有
力
候
補
地
と
言
わ
れ
、

「
故
郷
を
守
る
た
め
に
死
ぬ
」

と
、
悲
愴
な
決
意
を
し
て
い
た

し
、
高
知
県
民
も
防
衛
戦
に
組

み
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
高
知
市

も
焼
か
れ
戦
場
の
様
相
を
帯
び

て
い
た
。
８
月
15
日
、
玉
音
放

送
が
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
備
え

を
解
い
た
の
で
は
な
く
、
連
合

軍
が
高
知
に
入
っ
て
兵
隊
の
仕

事
を
終
え
た
。
そ
れ
で
も
、
真

偽
雑
多
な
ウ
ワ
サ
が
流
れ
、
も

し
も
の
時
に
は
、
死
な
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
潜
在
的
な
考
え

は
尾
を
引
い
た
。

　

軍
国
日
本
の
狂
気
の
時
代
に
、

我
が
青
春
は
過
ぎ
て
い
た
。

ソ　連

●虎林
○イマン

中　国

「
こ
の
話
は
今
ま
で
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
・
・
・
」

日本海
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岡
村
守
浩
さ
ん 

　

（
88
歳
・
香
北
町
根
須
）

　　
　

兵
役

　

昭
和
15
年
12
月
10
日
、
高
知

歩
兵
第
四
十
四
連
隊
留
守
部
隊

に
入
隊
し
た
。
３
カ
月
の
初
年

兵
教
育
を
終
え
る
と
、
兵
科
の

希
望
調
べ
が
あ
っ
た
。
体
格
が

良
い
者
は
砲
兵
、
射
撃
成
績
の

良
い
者
は
歩
兵
で
狙
撃
手
、
大

工
経
験
の
あ
る
者
は
工
兵
、
私

は
家
業
が
木
材
商
で
牛
馬
に
親

し
み
が
あ
っ
た
の
で
馬
の
兵
を

希
望
し
た
。
教
育
指
導
の

古
兵
が
適
性
を
見
て
い

て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
者
も
あ
っ
た
。
20
歳
の
若
者

で
も
仕
事
を
し
て
い
る
者
ば
か

り
で
、
い
ろ
い
ろ
な
得
意
分
野

を
持
っ
た
者
が
集
ま
り
、
世
の

縮
図
を
見
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
　

　
　

中
支
派
遣

　

第
二
百
三
六
連
隊
（
亀
川
良

夫
大
佐
）
は
、
中
国
湖
南
省
岳

陽
を
中
心
に
し
て
駐
屯
し
て
い

た
。配
置
さ
れ
た
の
は
第
二
大
隊

（
坂
口
裕
少
佐
）
大
行
李
班

で
、
大
隊
本
部
の
資
材
を
馬
で

輸
送
す
る
の
で
あ
っ
た
。
戦
場

は
道
の
な
い
所
が
多
く
、
日
本

軍
で
は
、
馬
輸
送
を
主
力
に
し

て
い
た
。

　

軍
で
は
馬
は
兵
器
扱
い
で
、

古
兵
の
口
癖
に
「
お
前
た
ち
は

一
銭
五
厘
（
通
知
ハ
ガ
キ
代
）
だ

が
、
馬
は
そ
う
は
い
か
ん
。
大

切
に
せ
え
」
と
い
う
の
が
あ
っ

た
。
朝
、
第
一
番
は
馬
糧
を
や

り
、
厩
舎
の
掃
除
を
し
て
馬
の

状
態
を
確
認
す
る
。
排
泄
で
内

臓
の
状
態
を
見
て
、
ブ
ラ
シ
を

し
な
が
ら
脚
腰
の
状
態

を
点
検
す
る
。
次
が
自

分
の
洗
面
や
食
事
で
あ

る
。
馬
を
出
す
こ
と
が

あ
れ
ば
、
馬
の
出
動
準

備
を
す
る
が
、
蹄
鉄
を

確
認
す
る
の
は
必
須
要

件
で
あ
っ
た
。
先
輩
古

兵
の
お
世
話
、
野
外
演

習
、
帰
隊
す
れ
ば
休
む

の
は
馬
が
先
で
、
次
に
先
輩
の

お
世
話
、
そ
の
次
が
自
分
の
こ

と
で
、
一
日
は
多
忙
の
う
ち
に

暮
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　　
　

第
二
次
長
沙
作
戦

　

昭
和
16
年
12
月
、
太
平
洋
戦

争
へ
突
入
し
、
敵
を
牽
制
す
る

作
戦
が
行
わ
れ
た
。
敵
の
拠
点

が
置
か
れ
て
い
た
長
沙
を
攻
撃

す
る
も
の
で
、
軍
は
幾
本
も
の

線
と
な
っ
て
長
沙
を
目
指
し
た
。

　

敵
は
山
上
や
渡
河
点
な
ど
有

利
な
地
形
で
抵
抗
し
て
後
退
し

た

。

山

上

の

敵

小

部

隊

な
ど
は
捨
て
置
い
て
突
進
し
た

の
で
、
敵
は
残
さ
れ
て
い
た
。

私
た
ち
の
部
隊
は
、
後
方
か
ら

本
部
を
追
及
す
る
武
器
の
少
な

い
部
隊
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
敵

の
襲
撃
を
受
け
た
。
今
の
ゲ
リ

ラ
戦
で
あ
る
。

　

１
月
３
日
、
山
間
の
三
尺
道

を
通
信
機
を
搭
載
し
た
馬
を
引

い
て
進
ん
で
い
た
。
前
方
３
０

０
㍍
ほ
ど
の
山
上
に
敵
が
動
く

の
が
見
え
て
、
道
の
側
溝
に
伏

せ
た
。
射
撃
が
来
な
い
の
で
、

敵
状
を
見
よ
う
と
頭
を
上
げ
た

途
端
に
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
の
集
中

射
が
来
た
。
照
準
し
て
待
っ
て

い
た
ら
し
い
。
頭
を
焼
け
火
箸

で
叩
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

瞬
間
、
故
郷
や
父
母
が
脳
裏
に

浮
ん
だ
よ
う
に
思
う…

。

　

衛
生
兵
に
頭
を
抱
え
ら
れ
て

目
が
覚
め
た
。
一
週
間
が
た
っ

て
い
た
。
「
頭
部
擦
過
銃
創
」

と
知
る
。
弾
が
頭
蓋
骨
を
削
り

骨
が
跳
ね
飛
ば
し
た
よ
う
な
傷

に
な
っ
て
い
た
。
頭
部
の
傷
は

出
血
が
多
い
、
ま
た
１
セ
ン
チ

違
え
ば
、
英
霊
と
な
っ
て
村
葬

の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
衛
生
兵
の
適
切

な
処
置
に
感
謝
し
、
郷
土
部
隊

で
近
郷
の
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、

担
送
し
て
く
れ
た
中
国
保
安
隊

の
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
運
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。
２
・
３
発

が
来
た
と
聞
い
た
か
ら
、
私
は

戦
死
し
て
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
そ
の
後
は
、
漢
口
陸
軍

病
院
や
内
地
の
療
養
所
を
転
々

と
し
て
、
兵
役
免
除
と
な
っ
た
。

　

私
の
義
務
と
し
て
の
兵
役
は
、

傷
痍
軍
人
と
な
っ
て
不
運
だ
っ

た
ろ
う
か
。
否
！
幸
運
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
郷

土
の
部
隊
は
、
そ
の
後
に
幾
度

も
の
激
戦
を
交
え
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
や
ビ
ル
マ
に
動
員
さ
れ
た

私
た
ち
の
世
代
は
、
多
く
の
戦

没
者
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
。

　

人
の
争
い
や
競
争
に
武
器
を

持
っ
て
相
手
を
制
圧
す
る
行
為

は
、
人
命
や
財
産
を
失
い
恨
み

を
生
む
だ
け
で
あ
ろ
う
。
戦
争

の
実
態
は
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

で
見
る
相
手
の
反
撃
が
少
な
い

も
の
で
は
な
く
、
相
手
も
全
力

で
向
か
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、

一
方
だ
け
か
ら
見
る
の
と
は
違

う
。
私
は
、
日
本
の
軍
隊
の
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
行

為
、
加
害
者
の
立
場
を
検
証

し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
も

う
少
し
必
要
と
考
え
て
い
る
。

人
命
は
人
種
や
老
若
で
も
違
わ

な
い
、
自
分
と
相
手
は
同
等
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

○長沙

○漢口

●岳陽

○衝陽

（湖南省）
中　国

「
人
命
は
人
種
や
老
若
で
は
違
わ
な
い
」
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小
松
勇
吉
さ
ん

　

（
85
歳
・
物
部
町
仙
頭
）

　　

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
激
戦
を
偲
ぶ

　

私
の
戦
争
は
、
昭
和
16
年
２

月
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
隊

に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　

昭
和
17
年
８
月
、
吉
林
省
吉

林
で
徴
兵
検
査
を
受
け
、
ハ
イ

ラ
ル
（
海
拉
爾
）
国

境
守
備
隊
に
入
隊
し

た
。
こ
こ
は
、
満
州

の
北
端
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の

激
戦
が
行
わ
れ
た
地
域
で
、
ベ

ト
ン
の
要
塞
が
築
か
れ
、
外
蒙

（
モ
ン
ゴ
ル
）の
砂
と
草
原
が
ウ
ネ

ウ
ネ
と
広
が
っ
て
い
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

　

昭
和
19
年
10
月
、
第
二
百
五

十
五
連
隊
に
転
属
し
た
が
、
任

地
は
ハ
イ
ラ
ル
で
あ
っ
た
。
あ

る
日
、
使
役
で
病
院
の
死
亡
者

を
火
葬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

病
院
か
ら
１
千
㍍
ほ
ど
の
所
に

野
戦
火
葬
場
が
30
㍍
四
方
ほ
ど

に
掘
り
下
げ
て
あ
り
、
降
り
て

整
地
に
掛
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
プ

を
踏
む
と「
ジ
ャ
リ
ッ
」
と
音
が
し

て
入
ら
な
い
。
手
で
掻
い
て
み

る
と
ホ
ッ
ク
と
ボ
タ
ン
ば
か
り

で
あ
る
。

　

場
所
を
変
え
、
30
セ
ン
チ
ま

で
は
確
認
し
た
が
同
様
で
あ
っ

た
。
４
カ
月
間
に
８
千
の
兵
員

が
失
わ
れ
、
指
導
的
な
立
場
で

生
還
し
た
者
に
は
、
自
決
が
強

要
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
兵
站
基
地
で
あ

っ
た
こ
こ
で
、
何
人
の
兵
士
が

火
葬
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
と
考
え

た
。
今
も
大
草
原
に
あ
の
ボ
タ

ン
は
埋
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
　

シ
ベ
リ
ア
の
苦
闘

　

孫
呉
の
南
方
陣
地
で
、
８
月

20
日
、
日
本
の
敗
戦
を
知
ら
さ

れ
た
。
若
い
ソ
連
女
性
兵
に
連

行
さ
れ
沿
海
州
ク
イ
ビ
シ
ェ
フ

カ
近
く
の
収
容
所
に
入
り
、
赤

松
の
伐
採
作
業
に
従
事
し
た
。

ソ
連
が
不
作
の
年
と
も
聞
く
が
、

食
糧
支
給
は
ひ
ど
い
も
の
で
、

朝
食
は
玄
米
の
塩
ス
ー
プ
が
飯

盒
蓋
に
一
杯
、
昼
食
は
黒
パ
ン

２
０
０
グ
ラ
ム
（
入
浴
石
鹸

大
）
、
夕
食
は
、
ま
た
玄
米
ス

ー
プ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
ノ
ル

マ
の
巨
大
赤
松
伐
採
の
重
労
働

に
就
い
た
の
で
あ
る
が
、
西
洋

大
型
ノ
コ
を
一
日
引
く
作
業
で

あ
り
、
力
を
入
れ
な
い
と
伐
れ

ず
、
２
人
の
息
を
合
わ
す
こ
と

で
も
能
率
が
違
っ
た
。
栄
養
失

調
、
防
寒
着

で
敏
捷
さ
を

欠
い
て
事
故
に
な
り
、
日

に
４
・
５
人
の
死
者
が
出

た
。
寝
て
い
て
死
亡
し
た

戦
友
は
、
冷
凍
マ
グ
ロ
に

似
て
、
強
く
扱
う
と
腕
が

折
れ
て
飛
ぶ
の
で
あ
っ

た
。
見
る
見
る
う
ち
に
痩

せ
、
誰
も
が
明
日
の
命
の

保
証
の
無
い
時
期
を
過
ご

し
た
。

　

零
下
40
度
に
風
が
加
わ
る
と

寒
さ
を
倍
に
も
感
じ
た
。
ト
イ

レ
は
排
泄
物
が
塔
状
に
積
む
の

で
、
定
期
的
に
ツ
ル
ハ
シ
で
崩

し
搬
出
す
る
が
、
雪
片
が
飛
び
、

服
に
付
い
て
暖
房
の
場
所
で
は

溶
け
る
。
こ
の
作
業
は
記
憶
に

残
る
作
業
で
あ
っ
た
。
吐
息
で

目
が
見
え
な
く
な
る
。
こ
れ
は

息
の
水
分
が
ま
つ
毛
で
結
氷
し

て
目
を
塞
ぐ
、
一
定
に
目
を
擦

る
必
要
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、

ソ
連
兵
が
数
百
人
を
点
呼
す
る

の
に
２
時
間
ほ
ど
を
要
す
る
の

に
は
閉
口
し
た
。
日
本
人
小
学

生
の
九
九
が
で
き
な
か
っ
た
。冬

季
の
極
寒
の
中
で
、
朝
晩
の
２

回
を
納
得
す
る
ま
で
立
っ
て
待

つ
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
21
年
か
ら
は
、
ソ
連
の

復
興
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
か
、

徐
々
に
改
善
さ
れ
、
石
炭
運

搬
、
工
場
の
作
業
、
農
場
作
業

も
経
験
し
た
。
昭
和
22
年
９

月
、
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
ナ
ホ

ト
カ
に
入
っ
た
。
い
よ
い
よ

「
ダ
モ
イ
」（
帰
還
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
人
の
政
治
局
員

か
ら
「
元
気
が
い
い
か
ら
、
も

う
少
し
働
い
て
く
だ
さ
い
」
と

宣
告
さ
れ
、
ナ
ホ
ト
カ
港
の
築

港
工
事
に
就
労
し
た
。

　

昭
和
23
年
５
月
、
ナ
ホ
ト
カ

か
ら「
信
濃
丸
」
で
待
望
の
舞
鶴

の
土
を
踏
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
経
験
か
ら
故
郷

で
健
康
に
朝
日
を
拝
み
、
い
つ

も
の
夕
餉
を
摂
る
平
穏
な
日
々

が
、
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な
も
の
で

あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
「
老
人
の
た
わ
言
」
と
思
う

方
に
は
明
日
が
知
れ
な
い
日
々

を
経
験
す
る
の
が
一
番
の
薬
で

あ
ろ
う
。

「
平
穏
な
日
々
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な
も
の
か
」

　なぜ戦争を起こしてはいけないのか、この体験談を読むこ

とで、感じとれたのではないでしょうか。

　同じ間違いを繰り返さないためにも、感じたその思いを後

世に伝えていくことがとても大切です。

　３人の方々には、大変貴重な体験をお話しいただきました。

ありがとうございました。

●ハイラル

中　国

ソ　連

●クイビシェフカ

（黒竜江省）


